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　３月 17 日、普代小学校で卒業式が行われま
した。今年卒業する児童は６年前の東日本大震
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柾屋村長　施政方針演述

　

平
成
29
年
第
１
回
村
議
会
定
例
会
が
３
月
７
日
か
ら
10
日

ま
で
の
４
日
間
開
か
れ
、
29
年
度
の
予
算
な
ど
21
議
案
が
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
の
施
政
方
針
演え

ん
じ
ゅ
つ

述
で

柾
屋
伸
夫
村
長
は
「
震
災
復
興
事
業
の
成
果
な
ど
を
人
口
減

少
の
抑
制
や
産
業
・
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ
な
が
ら『
笑

顔
が
満
ち
あ
ふ
れ
た
北
緯
40
度
の
地
球
村
ふ
だ
い
』
の
実
現

へ
向
け
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
所
信
表
明
し
具
体
的
な

考
え
方
な
ど
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

昨
年
発
生
し
た
台
風
災
害
か
ら
の
復
旧
完
了
や
村
の
活
性

化
と
成
長
を
目
指
し
た
施
政
方
針
演
述
の
、
主
な
内
容
や
予

算
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
２
㌻
〜
11
㌻
）

復
興
事
業
の
全
て
が
完
了

　

昨
年
８
月
の
台
風
10
号
災
害
で
住
宅
の

浸
水
被
害
な
ど
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
に
衷

心
よ
り
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
犠
牲
に
な
ら

れ
た
方
々
に
対
し
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を

表
し
、
被
災
者
皆
さ
ま
に
心
か
ら
の
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
「
震
災
復
興
の
総
仕

上
げ
」
や
「
地
方
版
総
合
戦
略
の
レ
ベ
ル

　

土
木
施
設
な
ど
の
復
旧
事
業
は
、
平
成

28
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
と
な
る
村
道
14

カ
所
（
８
０
３
８
万
円
）
、
橋

き
ょ
う
り
ょ
う

梁
１
カ
所
（
１

億
８
２
０
０
万
円
）
、
農
業
施
設
１
カ
所

（
８
９
４
万
円
）
や
平
成
29
年
度
事
業
と

な
る
簡
水
施
設
１
カ
所
（
４
０
０
０
万
円
）

な
ど
の
年
度
内
完
了
を
期
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

な
お
、
県
事
業
と
な
る
普
代
川(

３
カ

所)

、
茂
市
川(

４
カ
所)

に
つ
き
ま
し

て
も
県
と
連
携
し
早
期
完
了
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
再
建
へ
の
村
単

支
援
（
１
件
、
２
０
０
万
円
）
を
予
定
し
、

み
な
し
仮
設
家
賃
補
助
や
代
替
村
営
住
宅

使
用
料
免
除
も
継
続
し
、
被
災
者
の
生
活

再
建
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
１
年
間
の
人
口
減
少
数
は
△
36
人

機
関
の
ご
協
力
と
全
国
各
地
よ
り
の
ご
支

援
な
ど
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
普
代
駅
観
光
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

改
修
事
業(

国
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
事
業)

に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
度
内
の

工
事
完
成
が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
あ

ら
た
め
て
、
新
年
度
の
補
正
事
業(

国
の

地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
事
業)

と
し

て
取
り
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
や
議
員
各
位
に

お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
「
台
風
災
害
か
ら
の

復
旧
の
完
了
」
は
も
と
よ
り
、
完か

ん
す
い遂

す
る

震
災
復
興
事
業
の
成
果
を
人
口
減
少
の
抑

制
や
産
業
・
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ

な
が
ら
、
「
地
方
版
総
合
戦
略
の
本
格
展

開
」
と
「
後
期
総
合
発
展
計
画
事
業
の
着

実
な
推
進
」
に
全
力
で
取
り
組
み
、
「
笑

顔
が
満
ち
あ
ふ
れ
た
北
緯
40
度
の
地
球
村

ふ
だ
い
」
の
実
現
が
一
層
に
も
前
進
す
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ア
ッ
プ
と
加
速
化
」
、
「
台
風
10
号
災
害
か

ら
の
復
旧
」
な
ど
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
震
災
復
興
は
、
復
興
事

業
の
全
て
が
本
年
３
月
末
に
完
了
と
な
り

ま
す
。
総
合
戦
略
の
推
進
は
、
「
青
の
国

ふ
だ
い
」
の
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
生
か
す
産

業
・
経
済
シ
ス
テ
ム
の
育
成
を
柱
と
し
た

加
速
化
交
付
金
事
業
な
ど
の
推
進
に
懸
命

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
台
風

災
害
の
復
旧
は
、
被
災
者
の
生
活
再
建
支

援
や
災
害
廃
棄
物
処
理
な
ど
に
お
お
む
ね

の
め
ど
が
立
ち
、
公
共
土
木
施
設
な
ど
の

本
格
復
旧
工
事
も
順
次
進
め
て
お
り
、
村

民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
村
議
会
や
関
係

で
し
た
。
要
因
別
で
は
、
自
然
増
減
が
△

35
人
（
出
生
７
人
、
死
亡
42
人
）
、
社
会

増
減
が
＋
３
人
（
転
入
79
人
、
転
出
76
人
）
、

そ
の
他
の
増
減
が
△
４
人
で
す
。
依
然
と

し
て
出
生
数
の
減
少
が
続
く
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
地
方
版
総
合
戦
略
を
村
を

挙
げ
て
推
進
し
、
軌
道
に
乗
せ
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

「
結
婚
・
子
育
て
等
支
援
」
は
、
ｉ
サ

ポ
入
会
助
成
（
10
万
円
）
や
不
妊
治
療
費

助
成
（
75
万
円
）
、
妊
婦
交
通
費
助
成

(

22
万
円)

、
育
児
祝
金
支
給
（
３
２
５

万
円
）
、
保
育
料
・
給
食
費
の
無
料
化
（
１

６
８
４
万
円
）
、
高
校
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
（
３
３
６
万
円
）
、
育
英
奨
学
金

の
貸
与
（
１
４
４
万
円
）
な
ど
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
若
年
層
の
定
住
促
進
の
た
め
の

新
卒
者
等
雇
用
支
援
（
３
６
０
万
円
）
や

新
規
漁
業
者
就
業
支
援
（
４
７
８
万
円
）

を
行
う
と
と
も
に
、
人
の
流
れ
づ
く
り
や

人
材
確
保
な
ど
に
資
す
る
よ
う
、
テ
レ
ビ

等
情
報
発
信
委
託
（
１
１
６
０
万
円
）
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
受
入
（
１
３
８
５
万

円(

１
名
増
員)

）
、
華
の
ま
ち(

早
咲

き
桜)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
進
め
る
外

部
専
門
家
招

し
ょ
う
へ
い

聘
（
５
５
５
万
円
）
、
大
学

連
携
の
推
進
（
３
０
６
万
円
）
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
支
援
は
、
地
域

活
動
拠
点
集
会
施
設
の
整
備
（
８
９
７
９

万
円
）
や
見
守
り
・
買
物
支
援
を
強
化
す

る
集
落
支
援
員
設
置
（
３
３
１
万
円
）
を

行
い
ま
す
。

笑顔満ちあふれるふだいへ

震災復興の成果を 次代へ !震災復興の成果を 次代へ !
台
風
災
害
の
復
旧
完
了
へ

所信を述べる柾屋村長

普代浜園地も復興し一部開所。「キラウミ」の愛称で親
しまれ、震災前にも増した村づくりが行われています

村道などの復旧を完了させ、台風災害の年度内完了を目指します

施策

１
台
風
災
害
で
の
村
道
な
ど
の
復
旧
を
完
了
さ
せ
る
ほ
か
、「
地
方
版
総
合
戦
略
の
本
格
展
開
」
と

「
後
期
総
合
発
展
計
画
事
業
の
着
実
な
推
進
」
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

平
成
28
年
８
月
発
生
の
台
風
災
害
か
ら
の
復
旧

震
災
復
興
の
成
果
を
次
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
の
施
策

総
合
戦
略
を
本
格
展
開

復
興
事
業
、
28
年
度
で
完
了
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各芸能団体の保存・伝承活動を支援します
（子ども神楽宿）

担い手の確保・育成に努めます
（漁業者支援認定証交付式）

幼・小・中一体となった教育の充実に取り組
みます（平成 28 年度普代小学校運動会から）

みちのく潮風トレイルのＰＲを強化します
（みちのく潮風トレイルのウォークイベント）

　

普
代
村
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

「
生
き
る
力(

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
力)

」
を
よ
り
一
層
育
む
こ
と

を
目
指
し
、
子
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
、

家
庭
、
地
域
の
連
携
強
化
に
よ
る
教
育
力

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
村
民
の
皆
さ

ま
が
生
涯
に
わ
た
り
生
き
生
き
と
学
び
続

け
る
機
会
の
充
実
、
文
化
・
伝
統
芸
能
の

振
興
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
拡
大
な
ど
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
園
は
、
一
人
一
人
の
成
長
に
即

し
た
適
切
な
指
導
を
行
う
な
ど
の
質
の
向

上
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
小
・
中
教
育
へ

の
つ
な
が
り
に
配
慮
し
た
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
は
、
小
中
一
貫
教
育
の
深
化

を
支
え
な
が
ら
、
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
更

新(

２
７
９
万
円)

や
小
学
校
へ
の
網
戸

設
置(

73
万
円)

な
ど
の
環
境
整
備
も
行

い
ま
す
。
ま
た
ニ
ー
ズ
な
ど
に
応
じ
た
学

協
が
行
う
地
域
再
生
営
漁
活
動
へ
の
支
援

(

３
４
０
万
円)

や
上
の
沢
加
工
用
水
設

備
修
繕
工
事
（
５
０
０
万
円
）な
ど
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

漁
港
施
設
は
、
太
田
名
部
（
県
事
業
費

３
億
円
）
、
堀
内
（
県
事
業
費
２
億
５
０

０
０
万
円
）
、
白
井(

６
０
０
０
万
円)

、

沢(

２
０
０
０
万
円)

、
白
井
漁
港
の
力

持
（
５
０
０
万
円
）
の
整
備
な
ど
の
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
村
営
漁

港
施
設
の
全
体
的
な
長
寿
命
化
調
査
（
３

０
０
０
万
円
）
に
も
着
手
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

農
業
で
も
、
担
い
手
の
育
成
支
援(

２

２
５
万
円
、
２
人)

を
行
う
と
と
も
に
、

園
芸
施
設
の
整
備
（
１
７
９
万
円
）
や
土

壌
消
毒
（
44
万
円
）
、
種
子
購
入
（
29
万
円
、

寒
じ
め
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
）
、
新
作
物
チ
ャ

レ
ン
ジ(

20
万
円
、
２
団
体)

、
未
利
用

ハ
ウ
ス
再
活
用(

17
万
円)

な
ど
へ
の
助

成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
向
野
場
地
区
で

の
遊
休
農
地
解
消
（
２
㌶
）
や
鳥
獣
防
除

対
策
の
強
化
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
は
、
シ
イ
タ
ケ
生
産
者
の
減
少
が

続
く
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
原
木
シ

イ
タ
ケ
の
植
菌
助
成
（
２
０
７
万
円)

 

に
よ
る
生
産
の
維
持
に
努
め
る
と
と
も

に
、
コ
ナ
ラ
造
林
助
成(

52
万
円
、
３
㌶
）

習
支
援
を
行
う
特
別
支
援
員(

１
１
４
２

万
円
、
６
名)

や
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
１
５
７
万
円
、
２
名
）
を
配

置
す
る
と
と
も
に
、
学
習
塾(

１
１
４
万

円)

や
放
課
後
子
ど
も
教
室(

２
９
５
万

円)

も
設
置
し
、
学
力
の
定
着
・
向
上
な

ど
も
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
台
風

災
害
な
ど
の
影
響
で
遅
れ
て
い
る
小
中
一

貫
校
の
建
設
に
向
け
た
整
備
方
針
の
策
定

作
業
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
は
、
そ
の
成
果
が
地
域
づ
く

り
へ
の
参
画
に
つ
な
が
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
震
災
学
習
に
も
資
す
る
芸
術
鑑
賞
会

（
１
０
０
万
円
、
サ
カ
モ
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

や
倒
木
な
ど
の
活
用
を
促
す
ま
き
ス
ト
ー

ブ
利
用
助
成(

20
万
円)

も
行
い
、
山
林

の
適
切
な
管
理
・
保
全
に
資
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
豊
か
な
森
林
づ
く
り
に
つ

な
が
る
よ
う
、
久
慈
地
方
森
づ
く
り
大
会

(

13
万
円)

を
本
村
で
開
催
し
ま
す
。

　

商
工
業
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
補

助(

１
０
０
万
円)

や
「
食
」
と
「
観
光
」

を
生
か
す
商
工
会
の
地
域
力
活
用
全
国
展

開
事
業
へ
の
支
援(

４
０
０
万
円)

を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
商
工
業
者
の
設
備
投
資

な
ど
の
円
滑
な
確
保
の
た
め
の
資
金
預
託

（
１
０
０
０
万
円
）
や
商
工
業
振
興
補
助

（
３
８
０
万
円
）
に
よ
り
経
営
指
導
な
ど

も
支
え
ま
す
。
な
お
、
国
の
緊
急
雇
用
創

出
補
助(

28
年
度
見
込
、
９
４
７
万
円)

が
終
了
と
な
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運

営
は
、
駅
業
務
な
ど
と
併
せ
、
観
光
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
に
よ
り
、
株
式
会
社
青

の
国
ふ
だ
い(

４
月
３
日
登
記)

が
継
承

し
、
村
内
商
店
か
ら
の
受
託
販
売
な
ど
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
・
交
流
の
振
興
は
、
「
ふ
だ
い
ま

つ
り
」
や
「
海
フ
ェ
ス
タ
in
ふ
だ
い
」
な

ど
へ
の
積
極
的
な
支
援(

７
０
４
万
円)

を
行
い
、
誘
客
の
拡
大
な
ど
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は

Ｐ
Ｒ
な
ど
を
強
化
し
、
利
用
促
進
を
図
り

ク
・
ス
ク
ー
ル
公
演
）
を
行
う
な
ど
機
会

の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
、
は
ま
ゆ
り
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
支
え
つ
つ
、
ス
ポ
ー

ツ
教
室
な
ど
の
開
催
委
託
（
３
６
６
万
円
）

を
継
続
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
一
層
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
・
芸
術
の
振
興
は
、
地
域
の
個
性

や
魅
力
の
発
信
な
ど
に
重
要
で
あ
り
「
鵜う

の

鳥と
り

神
楽
」
（
既
存
保
存
会
へ
の
新
規
助
成

（
20
万
円
）
）や
「
中
野
流
鵜
鳥
七
頭
舞
」（
新

設
育
成
会
へ
の
助
成
（
80
万
円
）
）
、
「
ふ

だ
い
荒
磯
太
鼓
」
な
ど
の
保
存
・
伝
承
活

動
を
支
え
る
と
と
も
に
、
諸
文
化
団
体
な

ど
の
活
発
な
活
動
も
支
援
（
１
０
０
万
円
）

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
業
は
、
新
規
漁
業
者
支
援
協
議
会

に
よ
る
担
い
手
の
確
保
・
育
成
や
磯
資
源

の
安
定
化(

１
０
０
０
万
円
、
ア
ワ
ビ
・

ナ
マ
コ
放
流)

を
支
え
る
と
と
も
に
、
漁

な
が
ら
、
黒
崎
・
北
山
崎
間
の
一
部
復
旧

工
事
を
県
と
と
も
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
普
代
浜
キ
ラ
ウ
ミ
公
園
は
、

諸
施
設
整
備(
１
５
０
０
万
円)

や
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト(

98
万
円)
な
ど
を
行
い
、
魅

力
あ
る
観
光
交
流
ス
ポ
ッ
ト
化
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
宿
舎
く
ろ
さ
き
荘
は
、
震
災
復
興

特
需
が
薄
ま
る
中
で
台
風
災
害
の
復
旧
需

要
に
応
え
、
震
災
前
を
上
回
る
宿
泊
者
数

（
震
災
前
６
２
１
９
人
／
年
→
27
年
度
８

８
２
２
人
／
年
→
28
年
度
見
込
８
９
５
０

人
／
年
）
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
観
光
誘
客
へ
の
シ
フ
ト
を
強
め
、
健
全

経
営
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
屋

根
（
３
８
０
万
円
）
や
各
階
廊
下
床
（
１

２
８
万
円
）
の
修
繕
を
行
う
な
ど
、
よ
り

快
適
で
安
全
・
安
心
な
施
設
と
な
る
よ
う

に
努
め
て
も
ま
い
り
ま
す
。

施策

２
幼
・
小
・
中
の
連
携
一
貫
教
育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
文
化
な
ど
の
振
興
も

図
り
ま
す
。
ま
た
、
各
種
産
業
の
活
性
化
を
図
り
、
所
得
の
向
上
も
目
指
し
ま
す
。

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興
と
交
流
の
拡
大

活
力
あ
る
産
業
を
育
て
る
施
策

↑

↑

教
育
分
野
の
充
実
図
る

漁
業
者
の
担
い
手
確
保
へ

農
林
業
の
支
援
を
一
層
強
化

観
光
・
商
業
を
活
性
化

く
ろ
さ
き
荘
の
誘
客
強
化

くろさき荘では観光誘客を強化します

昨年北緯 40 度運動公園野球場で行われたいわて国体
軟式野球競技
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質の高い福祉サービスを安定提供します
（平成 28 年村敬老会）

三沿道の工事が促進されるよう連携した取り
組みを行います

高齢者の生きがい活動の充実に努めます
（シルバー人材センターの草刈活動）

村営住宅の長寿命化改修などを行います
（村営南浜住宅）

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
急
激
に
進

行
し
て
い
く
中
で
、
村
民
の
皆
さ
ま
が
心

身
と
も
に
健
や
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
連
携

に
よ
る
心
身
の
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防

な
ど
の
充
実
に
一
層
努
め
る
と
と
も
に
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
た
め
の
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
を
安
心
し

て
生
み
育
て
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

の
社
会
参
加
が
図
ら
れ
、
支
え
合
い
と
助

け
合
い
の
活
動
な
ど
が
一
層
展
開
さ
れ
る

村
づ
く
り
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
般
保
健
活
動
は
、
特
定
健
診
の
受
診

率
向
上
の
た
め
の
一
部
負
担
の
免
除(

５

５
４
万
円)

を
行
い
生
活
習
慣
病
や
心
の

病
の
改
善
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ(

７
０
７
万
円)

や
肺
炎
球

菌(

46
万
円)

な
ど
の
予
防
接
種
の
無
料

化
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ジ
メ
ン
ト
事
業(

２
／
３
国
補
助)

の
提

案
に
向
け
た
作
業
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

民
間
事
業
者
が
行
う
、
芦
渡
地
区
村
有
地

(

４
・
１
㌶)

で
の
太
陽
光
発
電
接
続
認

可
や
黒
崎
・
茂
市
・
萩
牛
地
区
民
有
地(

７

５
７
㌶)

を
含
む
地
域
で
の
風
力
発
電
事

業
に
も
適
切
な
協
力
を
行
う
と
と
も
に
、

各
家
庭
の
太
陽
光
発
電
も
村
単
助
成
（
３

戸
、
45
万
円
）
に
よ
り
普
及
の
後
押
し
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
環
境
整
備
は
、
南
浜
住
宅
の
一
部

移
転
事
業(

４
棟
、
８
１
５
０
万
円)

や

芦
渡
住
宅
の
長
寿
命
化
事
業(

３
棟
、
６

５
０
万
円)

を
行
う
と
と
も
に
、
個
人
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成(

20
戸
、
２
０
０
万

円)

を
継
続
し
、
総
合
的
な
居
住
環
境
の

改
善
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

汚
水
処
理
は
、
普
及
率(

27
年
度
末
で

38
・
５
㌫
、
県
平
均
79
㌫)

の
ア
ッ
プ
が

急
務
で
あ
り
浄
化
槽
設
置
補
助
の
村
単
か

さ
上
げ
（
８
戸
、
５
５
０
万
円
）
に
よ
る

普
及
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
施
設
は
、
普
代
簡
水
の
老
朽
管
更

新(

２
０
０
０
万
円)

へ
の
再
着
手
や
三

陸
沿
岸
道
路
工
事
の
支
障
管
移
設(

１
０

０
０
万
円)

な
ど
を
行
い
な
が
ら
安
定
供

給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
整
備
は
、
繰
越
事
業
の
普
代
駅
前

　

高
齢
者
保
健
福
祉
は
、
介
護
保
険
外
と

な
っ
た
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
の
充
実
と
円
滑
な
実
施
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
へ
の

運
営
な
ど
の
助
成
（
７
１
０
万
円
）
や
介

護
職
確
保
へ
の
支
援
を
行
う
な
ど
普
代
福

祉
会
と
連
携
し
、
質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
安
定
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給(

繰
越
、

１
０
５
０
万
円(

２
万
円
×
７
０
０
人)

)

や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
補
助

（
２
４
０
万
円
）
、
福
祉
バ
ス
購
入(

２
０

０
５
万
円)

な
ど
も
行
い
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
活
動
な
ど
の
充
実
を
期
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
福
祉
施
策
や
地
域
の
取

り
組
み
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す

る
た
め
の
高
齢
者
並
び
に
障
が
い
者
の
福

祉
計
画
の
策
定(

53
万
円)

に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
看
護
・
介
護
職
の
養
成
奨
学

１
号
線
（
３
億
９
０
０
０
万
円
）
や
継
続

事
業
の
堀
内
中
央
線(

１
３
７
０
万
円)

、

黒
崎
港
線(

２
０
０
０
万
円)

の
改
良
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
普
代
平
井
賀
線
改
良

(

２
０
０
０
万
円)

へ
の
着
工
や
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
く
道
路
補
修(

１
億
円)

、

普
代
橋
補
強(

１
億
３
０
０
０
万
円)

に

新
規
着
手
す
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。
岩

泉
平
井
賀
普
代
線
で
は
、
太
田
名
部
地
区

の
防
災
工
事
と
大
沢
橋
補
修
工
事
が
、
三

陸
沿
岸
道
路
で
は
、
３
年
後
に
供
用
の
尾

肝
要
・
普
代
道
路
や
白
井
ト
ン
ネ
ル(

２

０
５
８
㍍)

の
掘
削
が
続
く
野
田
・
久
慈

道
路
の
工
事
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
県
や
三

陸
国
道
事
務
所
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
な
ど
の
生
活
の
足
で
あ
る
村
営

バ
ス
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
無
料
化
の
継
続
に
よ
り
、
村
民
の
皆
さ

金
貸
付
事
業
（
１
４
９
万
円
）
も
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
は
、
一
般
ご
み
の
減
量
化

と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
が
急
務
で
あ
り
、
家

庭
で
の
生
ご
み
処
理
の
推
進
や
分
別
回
収

の
徹
底
、
古
着
・
小
型
家
電
・
雑
紙
・
廃

プ
ラ
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
に
努
め
、
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
へ
の
助
成(

21
万
円)

も

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
、
平

成
28
年
度
に
行
っ
た
公
共
施
設
等
省
エ
ネ

化
基
礎
調
査
を
踏
ま
え
、
カ
ー
ボ
ン
マ
ネ

ま
や
観
光
客
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、

バ
ス
停
待
合
所(

２
カ
所
、
２
５
９
万
円)

の
整
備
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

河
川
砂
防
整
備
は
、
村
管
理
河
川
の
堆

積
土
砂
の
除
去(

５
２
１
万
円)

を
当
初

予
算
化
で
鋭
意
取
り
進
め
る
と
と
も
に
、

県
が
行
う
上
区
地
区(

普
代
の
沢)

で
の

砂
防
事
業
の
実
施
に
も
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
防
災
は
、
震
災
の
経
験
や
地
球
温

暖
化
に
よ
る
災
害
状
況
の
変
化
な
ど
を
踏

ま
え
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
何
で
も

あ
る
」
を
肝
に
銘
じ
、
地
域
防
災
力
の
強

化
に
村
民
の
皆
さ
ま
と
協
働
で
取
り
組

み
、
火
災
予
防
啓
発
の
再
徹
底
を
期
し
、

無
火
災
に
努
め
ま
す
。
施
設
整
備
は
、
高

規
格
救
急
車
の
整
備
（
４
０
０
６
万
円
）

を
行
う
と
と
も
に
、
太
田
名
部
防
潮
堤
の

機
能
維
持
や
各
陸
閘
施
設
の
遠
隔
操
作
化

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
は
、
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
基
づ
く
取
り
組
み
や
グ
リ
ー
ン

ロ
ー
ド
の
茂
市
地
区
県
道
交
差
部
付
近
の

改
良
工
事
（
５
０
０
万
円
）
を
予
定
す
る

と
と
も
に
、
関
係
団
体
と
連
携
し
啓
発
物

品(

18
万
円)

の
配
布
な
ど
も
行
い
、
飲

酒
運
転
の
撲
滅
な
ど
を
徹
底
し
、
交
通
事

故
の
な
い
村
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

施策

３
保
健
・
医
療
・
福
祉
が
連
携
を
強
め
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
を
推
進
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
生
活
環
境
も
整
備
し
て
、
よ
り
一
層
の
居
住
環
境
の
改
善
へ
取
り
組
み
ま
す
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
や
環
境
保
全
対
策
、
生
活
環
境
充
実
の
た
め
の
施
策

↑

↑

予
防
接
種
の
無
料
化
を
継
続

良
質
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

一
般
ご
み
の
減
量
化
が
急
務

各
道
路
や
橋
梁
を
強
化

安
全
安
心
な
普
代
村
に

ゴミの減量化が急務です
（28年度クリーンアップ大作戦）

「いつでも、どこでも、何でもある」を肝に銘じ防災力を強
化しましょう（平成 28 年の台風 10 号による豪雨災害）
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職員の接遇改善に努め、村民の皆さまに親し
まれる明るい役場を目指します

「蘇活」の歩みを続けて行きます� 老朽化対応などを施し、災害に強いインフラ
の整備を進めます

台風災害からの早期復旧を目指します

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
を
克
服
し
つ

つ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
普
代
村
を
創
生
し
て

い
く
た
め
に
は
、
全
村
民
、
産
業
団
体
、

諸
企
業
、
自
治
会
な
ど
の
諸
団
体
、
議
会
、

行
政
な
ど
が
、
一
層
に
も
協
働
し
て
村
を

経
営
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
複
雑
多
様
化
す
る
諸
課
題
の
効
果
的

な
解
決
に
も
つ
な
が
る
よ
う
、
若
者
や
女

性
、
高
齢
者
な
ど
の
参
画
の
拡
大
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
改
革
は
、
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

保
健
・
医
療
な
ど
へ
の
満
足
度
が
高
い
一

方
で
村
道
管
理
や
産
業
振
興
策
の
充
実
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
対
応
や
生
活
と
生
産
の
現
場
に
寄
り

添
っ
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
め
「
住
み

た
い
・
働
き
た
い
・
帰
り
た
い
」
の
思
い

が
高
ま
る
よ
う
、
満
足
度
の
向
上
に
努
め

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
職
員
の
資
質
向

上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
時
代
の
変
化

視
野
に
入
れ
つ
つ
、
昨
年
の
台
風
災
害
の

よ
う
な
不
測
の
事
態
に
も
対
応
で
き
る
水

準
の
維
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

広
域
行
政
は
、
久
慈
広
域
連
合
で
の
、

地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
を
進
め
な
が
ら
、

平
成
30
年
度
を
初
年
度
と
す
る
次
期
事
業

計
画
の
策
定
な
ど
に
取
り
組
む
介
護
保
険

事
業
や
救
急
・
救
助
・
防
災
力
の
強
化
な

ど
を
期
す
消
防
防
災
事
業
、
汚
泥
再
生
処

理
施
設
整
備
に
向
け
た
諸
調
査
や
ご
み
焼

却
場
の
長
寿
命
化
に
取
り
組
む
衛
生
事
業

の
円
滑
な
推
進
に
構
成
市
町
村
と
と
も
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
沿
岸
知
的
障
害
児
組
合
で
の
良

質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
も
引
き
続
き

支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
主
な
施
策
な
ど
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
は
、
台
風
災

害
か
ら
の
早
期
の
復
旧
完
了
を
期
し
な
が

ら
、
地
方
版
総
合
戦
略
の
本
格
展
開
に
よ

る
「
ま
ち
」
が
元
気
で
「
ひ
と
」
が
輝
き
「
し

ご
と
」
と
「
く
ら
し
」
が
調
和
す
る
村
づ

く
り
や
、
後
期
総
合
発
展
計
画
事
業
の
着

実
な
推
進
に
も
よ
る
、
観
光
・
交
流
・
物

産
の
活
力
や
魅
力
が
ま
す
ま
す
に
も
高
ま

る
「
青
の
国
ふ
だ
い
」
づ
く
り
に
渾
身
の

力
を
傾
注
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
議
員
各
位

並
び
に
関
係
諸
団
体
の
皆
さ
ま
に
は
「
広

報
ふ
だ
い
」
に
も
紹
介
さ
れ
、
役
場
庁
舎

村
民
ホ
ー
ル
に
掲
示
の
書
「
蘇そ

活か
つ

（
よ
み

が
え
る
な
ど
の
意
）
」(

全
日
本
書
道
連

盟
正
会
員
、
髙
坂
修
司
先
生
寄
贈)

の
ご

と
く
、
震
災
復
興
事
業
を
完か

ん
す
い遂

し
た
本
村

が
、
将
来
に
向
け
生
き
生
き
と
蘇
生
し
て

い
く
蘇
活
の
歩
み
を
日
々
続
け
る
よ
う
、

今
後
も
、
特
段
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜

た
ま
わ

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
所

信
の
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

に
適
応
し
た
柔
軟
な
発
想
と
行
動
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
に
も

努
め
ま
す
。
な
お
、
観
光
・
交
流
・
物
産

関
係
の
現
業
分
野
は
、
４
月
か
ら
運
営
開

始
予
定
の
株
式
会
社
青
の
国
ふ
だ
い
に
移

行
し
、
民
間
感
覚
の
導
入
と
機
動
力
を
強

め
た
効
率
的
な
事
業
展
開
を
図
り
、
地
方

創
生
施
策
の
効
果
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

財
政
運
営
は
、
国
の
交
付
税
特
会
の
財

源
不
足
を
補
う
た
め
に
村
が
借
入
れ
る
臨

財
債(

１
０
０
㌫
バ
ッ
ク
、
残
高
11
億
６

１
０
０
万
円)

や
過
疎
・
辺
地
債(

70
㌫
・

80
㌫
バ
ッ
ク
、
５
億
４
０
０
０
万
円)

、

災
害
復
旧
債(

１
０
０
㌫
バ
ッ
ク
、
１
億

８
０
０
０
万
円)

な
ど
の
優
遇
起
債
の
積

極
活
用
に
よ
り
単
純
村
債
残
高
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
実
質
公
債
費
比

率
（
Ｈ
25
、
13
・
８
㌫
→
Ｈ
26
、
12
・
３

㌫
→
Ｈ
27
、
11
・
７
㌫)

の
低
下
が
続
き
、

将
来
負
担
比
率
も
低
水
準 

(

Ｈ
25
、
16
・

３
㌫
→
Ｈ
26
、
０
㌫
→
Ｈ
27
、
３
・
３
㌫)

で
推
移
す
る
な
ど
実
質
負
担
の
累
増
は
抑

え
ら
れ
健
全
性
は
確
保
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
の
財
政
指
標
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
医
科
診
療
事
業
や
ダ
ム
管
理
事
業
の

よ
う
に
税
財
源
充
当
が
抑
え
ら
れ
る
取
り

組
み
や
諸
事
務
事
業
の
コ
ス
ト
削
減
、
集

中
と
選
択
の
強
化
な
ど
を
進
め
、
一
層
の

健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

財
政
調
整
基
金
は
、
標
財
規
模
の
64
㌫
を

超
え
て(

14
億
１
１
０
０
万
円)

保
有
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の
大
規
模
事
業
も

渾
身
の
力
を
傾
注
し

   

魅
力
あ
ふ
れ
る
青
の
国
ふ
だ
い
へ ↑

↑

４月３日に設立された「㈱青の国ふだい」。２月 24 日には
設立に向けた発起の賛同者らによる準備会が行われました

施策

４
村
民
と
行
政
の
協
働
の
村
づ
く
り
を
進
め
、
村
民
参
画
の
拡
大
を
進
め
ま
す
。
職
員
の
資
質
向
上
に

積
極
的
に
取
り
組
む
ほ
か
、
久
慈
広
域
連
合
の
事
務
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
努
め
ま
す
。

行
財
政
改
革
な
ど
を
推
進
す
る
施
策

村
民
の
満
足
度
を
向
上

広
域
行
政
を
連
携
し
推
進

渾身の力を傾注し、魅力あふれる青の国ふだいを創生しましょう

小型家電回収などで連携した取り組みを行います
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平成29年度
一般会計の当初予算

　

一
般
会
計
予
算
は
、
村
の
基
本
的

な
仕
事
に
充あ

て
る
お
金
の
こ
と
で
、

歳
入
と
歳
出
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

主
な
歳
入
は
、
村
税
が
２
億
１
０

７
９
万
円
（
前
年
度
比
６
・
４
％
増
）

で
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
が
14
億
３
４
９
６
万
円
（
同
７
・

０
％
減
）
、
村
債
が
３
億
６
９
３
０

万
円
（
同
32
・
３
％
減
）
。

　

各
補
助
金
や
交
付
金
で
国
庫
支
出

金
は
３
億
５
４
８
６
万
円
（
同
26
・

９
％
減
）
、
県
支
出
金
は
８
２
３
７

万
円
（
同
10
・
１
％
減
）
と
そ
れ
ぞ

れ
が
大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
歳
出
は
、
総
務
費
が
５
億
２

５
８
０
万
円
（
前
年
度
比
12
・
９
％

増
）
、
災
害
復
旧
費
は
大
幅
に
減
少

し
59
万
円
（
同
94
・
９
％
減
）
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
土
木
費
は
、
道
路

改
良
工
事
や
県
営
漁
港
の
基
盤
整
備

事
業
な
ど
の
一
部
完
了
に
よ
り
、
４

億
６
５
９
７
万
円
（
同
22
・
２
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
９
億
９

５
９
０
万
円
（
０
・
１
％
増
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　平成29年度の当初予算が、３月定例会で決ま

りました。一般会計当初予算は27億4700万円（前

年度比 13・３ ％減）です。本年度は橋梁長寿命

化や道路改良、地域活動拠点集会施設整備などを

行い、昨年の台風災害からの復旧完了を目指しつ

つ、活力ある村づくりを進めます。　　　　　　

歳出の構成比 歳入の構成比

歳 出
27億4700万円
（使うお金）

教育費
1億8916万円

6.9％

民生費
4億4884万円

16.3％

総務費
5億2580万円

19.1％

公債費
4億1060万円

14.9％

　消防費
1億9054万円
　　 6.9％

農林水産業費
2億9508万円

10.7％

土木費
4億6597万円

17.0％

衛生費
1億526万円

3.8％

商工費
6162万円

2.2％

議会費
5245万円

1.9％

災害復旧費
59万円
0.1％

予備費ほか
113万円

0.1％

歳 入
27億4700万円
（入るお金）

自主財源
15.9%

依存財源
84.1％

村  債
3億6930万円

13.4％

県支出金
8237万円

3.0％

地方交付税
14億3496万円

52.2％

その他繰越金など
1616万円

0.6％

使用料・手数料
1903万円

0.7％

繰入金
1億1974万円

4.4％

村  税
2億1079万円

7.7％

諸収入
6798万円

2.5％

その他交付金など
3583万円

1.3％
地方譲与税
3600万円

1.3％

国庫支出金
3億5486万円

12.9％

用語の説明（歳出）
総務費………村長や議会議員、職員などの人件費や財産管

理、地域振興などに使うお金
民生費………高齢者や障がいを持った人、児童の福祉推進、

子ども園の管理に使うお金
公債費………公共事業などの財源に借りたお金の返済に使

うお金
教育費………小・中学校の管理運営や施設整備、生涯学習、

文化財保護などに使うお金
農林水産業費…農林水産業などの振興に使うお金
土木費………道路や公園、公営住宅の整備などに使うお金
消防費………普代分署や消防団の運営など、消防活動や救

急活動に使うお金
商工費………商業や観光の振興などに使うお金
衛生費………ごみ、し尿の処理や健康増進事業に使うお金
災害復旧費…東日本大震災など災害の復旧に使うお金

用語の説明（歳入）
地方交付税……国から交付されるお金
村債……………国から借りたお金
国庫支出金……事業を行うための国からの補助金
県支出金………事業を行うための県からの補助金
地方譲与税……国税として徴収され、そのまま国から

市町村などへ与えられたお金
繰入金…………財源を確保するため村の預金から取り

崩したお金
村税……………村民税や固定資産税など皆さんから集

めたお金
諸収入…………村の預金利息や貸付金の元利収入
使用料・手数料…住民票などの証明書の発行のために納

められたお金
その他繰越金など…前年度から繰り越されたお金

平成29年度の主な事業 特別会計予算額（　）内は前年度比

総額  ９億9590万円
国保事業 ４億6900万円 （△ 2.5％）

国保診療施設事業 ２億2060万円 （2.4％）

簡易水道事業 １億3700万円 （93.5％）

休養施設事業 １億1680万円 （△ 2.5％）

漁業集落排水事業 2390万円 （1.7％）

後期高齢者医療事業 2860万円 （3.2％）

事業内容 予算額

橋梁長寿命化事業 １億3000万円

道路施設防災事業 １億円

地域活動拠点集会施設整備事業 8979万円

南浜住宅建て替え工事 8150万円

高規格救急自動車購入事業 4006万円

  
村
債
が
大
幅
に
減

  

土
木
費
が
大
幅
増

29年度の当初予算は 27億4700万円
橋梁長寿命化や道路改良、地域活　　動拠点集会施設整備事業、村営住宅建て替え工事などを盛り込む
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ようこそ地球村へようこそ地球村へ

普代分署 立臼勝分署長

　久慈広域連合消防本部の普
代分署長に前久慈消防署第２
警防救急係長の立臼勝さん
（56 ＝緑区）が着任しました。
　立臼分署長は「住民の皆さ
まの『安全・安心』を守るた
め、微力ではありますが、分
署員一丸となって『日々訓練、
人命救助最優先』で取り組ん
でまいります」と決意してい
ました。

普代駐在所 小野正所長

　久慈警察署普代駐在所長に
前盛岡東警察署の小野正さん
（59 ＝野田村出身）が着任し
ました。
　小野所長は「警察官として
最後の１年を普代村で勤務す
ることになり光栄に思ってい
ます。関係者の皆さんと協力
しながら安全・安心な村づく
りに努めていきたいと思いま
す」と話していました。

村
内
の
人
の
動
き

４
月
１
日
付
、
退
職
者
は
３
月
31
日
付
。
表

記
は
新
職
名
（
旧
職
名
）
氏
名

︱
の
順
で

す
。
＝
敬
称
略
＝

　
◆
新
任
▽
普
代
小
校
長
（
土
淵

小
中
副
校
長
）
畠
山
剛
▽
同
教
諭

（
小
久
慈
小
教
諭
）
下
町
美
喜
子

▽
同
教
諭
（
大
川
目
小
教
諭
）
澤

里
満
▽
同
教
諭
（
紫
波
町
立
日
詰

小
教
諭
）高
橋
紘ひ

ろ

枝え

▽
同
教
諭
（
一

戸
町
立
奥
中
山
小
講
師
※
新
採

用
）
谷
田
覚
▽
同
教
諭
（
小
久
慈

小
講
師
※
新
採
用
）
皆
川
麻
美
▽

同
主
任
主
査
（
種
市
中
主
査
）
鹿

糠
康
一
▽
同
講
師
（
宿
戸
小
講
師
）

野
宮
梨
穂
▽
普
代
中
教
諭
（
夏
井

中
教
諭
）
本
庄
吏
恵
▽
同
養
護
教

諭
（
帯
島
小
養
護
教
諭
）
青
木
祐

美
子
▽
同
講
師
（
侍
浜
中
講
師
）

越
戸
明
日
香
▽
村
教
育
委
員
会
事

務
局
指
導
主
事
（
盛
岡
市
立
城
南

小
教
諭
）
馬
場
ひ
と
み

　
◆
転
任
▽
帯
島
小
教
諭
（
普
代

小
教
諭
）
橋
戸
孝
行
▽
久
慈
小
教

諭
（
同
教
諭
）
金
田
大ひ

ろ

志し

▽
久
慈

小
教
諭
（
同
教
諭
）
加
藤
真
紀
▽

侍
浜
小
教
諭
（
同
教
諭
）
石
田
智

恵
▽
久
慈
中
主
任
（
同
主
任
）
相

馬
由
美
子
▽
種
市
小
講
師
（
同
講

師
）吉
田
詩
織
▽
山
形
中
教
諭
（
普

代
中
教
諭
）
高
坂
希
▽
野
田
中
養

護
教
諭
（
同
養
護
教
諭
）
熊
谷
美

加
子
▽
久
慈
中
講
師
（
同
講
師
）

粒
来
敦
子
▽
盛
岡
市
教
育
委
員
会

事
務
局
指
導
主
事
（
村
教
育
委
員

会
事
務
局
指
導
主
事
）
山
下
る
り

子　
◆
退
職
▽
鎌
田
和
也
（
普
代
小

校
長
）

　
◆
新
任
▽
普
代
分
署
長
（
久
慈

消
防
署
第
２
警
防
救
急
係
長
）
立

臼
勝
▽
同
副
分
署
長
兼
消
防
司
令

補
兼
当
直
長
（
久
慈
消
防
署
当
直

長
）
工
藤
俊
一
▽
同
消
防
司
令
補

（
久
慈
消
防
署
消
防
司
令
補
兼
消

防
課
）
斉
藤
正せ

い

剛ご
う

▽
同
消
防
士
長

（
久
慈
消
防
署
消
防
士
長
）
野
竹

公き
み

彦ひ
こ

▽
同
消
防
士
長
（
普
代
分
署

消
防
士
）
明
内
永の

ぶ

仁ひ
と

▽
同
消
防
副

士
長
（
同
消
防
士
）
山
田
好
司
▽

同
消
防
士
（
久
慈
消
防
署
消
防
士
）

藤
森
拓
也
▽
同
消
防
士
（
野
田
分

署
消
防
士
）
野
崎
祐
太

　

◆
転
任
▽
野
田
分
署
長
（
普
代

分
署
長
）
佐
々
木
昭
二
▽
久
慈
消

防
署
消
防
司
令
補
兼
当
直
長
兼
消

防
課
（
同
消
防
司
令
補
）
高
山
浩

一
▽
野
田
分
署
副
分
署
長
兼
消
防

司
令
補
兼
当
直
長
（
同
副
分
署
長

兼
消
防
司
令
補
兼
当
直
長
）
古
馬

丈
裕
▽
同
消
防
士
長
（
同
消
防
士
）

久
保
準
▽
久
慈
消
防
署
消
防
士

（
同
消
防
士
）
小
原
匠
央
▽
同
消

防
士
（
同
消
防
士
）
大
道
涼

　
◆
課
長
級
▽
建
設
水
産
課
長

 

■
小
・
中
学
校

 

■
久
慈
消
防
署
普
代
分
署

 

■
役
場

　村では、住宅の修繕や補修、浄化槽の設置、木造住宅
の耐震診断などの経費の一部を補助します。

①住宅リフォーム
　住宅の修繕や補修工事など30万円以上のリフォーム
１件につき10万円を商品券で補助。補助対象者は、次
の①から④までの全てを満たす人です。①普代村に住民
登録し居住し、かつ対象住宅の所有者②リフォーム工事
を村内に住所または営業所を有する施工業者に依頼して
行う人③村税などを滞納していない人④過去に当該補助
金を受けていない人
　対象住宅は申請者が居住する部分で、店舗や事務所を
併用する場合は、自己の居住専用部分です。対象となる
工事は30万円以上の工事で、①住宅の長寿命化を目的
とする工事② CO2 排出量の削減を目的とする工事③水

洗化の工事④そのほか村長が認める工事─です。
　新築や倉庫、駐車場、フェンスの工事、冷暖房機器や
給湯器の購入などは対象外です。
②浄化槽設置補助金
　個人の住宅の浄化槽設置に補助します。交付の条件は、
村内の個人の専用住宅や店舗面積が全体面積の２分の１
未満の店舗兼住宅（浄化槽規格が10人槽以下に限る）
です。補助金額は、５人槽が56万３千円、７人槽が70
万５千円、10人槽が94万円です。
③木造住宅耐震診断・耐震改修補助金
　耐震診断の条件は、昭和56年 5 月以前に建設された
個人の専用住宅（店舗兼住宅は含まず）で、３万円の診
断料の内２万７千円を補助。個人負担は３千円です。

問  役場建設水産課（☎35 − 2116）

住宅リフォーム、浄化槽、耐震診断などに補助します!!
（
建
設
水
産
課
長
兼
震
災
復
興
室

長
）
太
田
吉
信
▽
住
民
福
祉
課
長

兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
（
住
民
福

祉
課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

保
健
衛
生
係
長
）
坂
下
広
見
▽
建

設
水
産
課
主
幹
兼
土
木
係
長
兼
水

道
下
水
道
係
長
（
建
設
水
産
課
課

長
補
佐
兼
土
木
係
長
兼
水
道
下
水

道
係
長
）
大
村
修

　
◆
課
長
補
佐
級
▽
総
務
課
課
長

補
佐
兼
庶
務
管
理
係
長
兼
財
政
係

長
兼
広
聴
広
報
係
長
兼
消
防
防
災

係
長
（
総
務
課
庶
務
管
理
係
長
兼

財
政
係
長
兼
広
聴
広
報
係
長
兼
消

防
防
災
係
長
）
山
田
晃
人
▽
教
育

委
員
会
次
長
補
佐
兼
総
務
係
長
兼

学
校
教
育
係
長
（
教
育
委
員
会
学

校
教
育
係
長
兼
生
涯
学
習
係
長
兼

認
定
子
ど
も
園
管
理
係
長
）
菅
野

伸
二
▽
認
定
子
ど
も
園
副
園
長
兼

保
育
係
長
（
認
定
子
ど
も
園
保
育

係
長
（
主
任
保
育
士
））岸
里
喜
美
子

　
◆
係
長
級
▽
政
策
推
進
室
観
光

交
流
推
進
係
長
（
震
災
復
興
室
復

興
係
長
）
宮
田
修
幸
▽
住
民
福
祉

課
保
健
衛
生
係
長
兼
国
保
介
護
保

険
係
長
（
政
策
推
進
室
観
光
交
流

推
進
係
長
）
高
井
俊
一
▽
住
民
福

祉
課
住
民
係
長
兼
国
民
年
金
係
長

兼
福
祉
係
長
（
政
策
推
進
室
主
事
）

森
田
陽
▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

係
長
兼
認
定
子
ど
も
園
管
理
係
長

（
住
民
福
祉
課
住
民
係
長
兼
国
民

年
金
係
長
兼
福
祉
係
長
兼
国
保
介

護
保
険
係
長
）
松
葉
修
志

　

◆
主
事
級
▽
総
務
課
主
事
（
住

民
福
祉
課
主
事
）
深
渡
真
人
▽
政

策
推
進
室
主
事
（
総
務
課
主
事
）

坂
上
栄
吉
▽
建
設
水
産
課
主
事

（
教
育
委
員
会
主
事
）
澤
口
卓
弥

▽
総
務
課
主
事
（
総
務
課
主
事
補
）

下
道
崚
聖
▽
税
務
出
納
課
主
事
※

税
務
部
門
（
税
務
出
納
課
主
事
補

※
税
務
部
門
）
三
船
和
輝

　

◆
派
遣
▽
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
准
看
護
士
・
松
頭
育
子

　

◆
新
採
用
▽
住
民
福
祉
課
主
事

補
・
斉
藤
潤

　

◆
再
任
用
▽
大
屋
敷
八
千
代

（
診
療
所
准
看
護
師
）

　

普
代
小
学
校
の
鎌
田

和
也
校
長
が
３
月
31
日

付
で
退
職
し
、
38
年
の

教
員
生
活
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
同
日
に
県
教

育
委
員
会
か
ら
辞
令
書

と
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、

三
船
雄
三
教
育
長
が
手

渡
し
ま
し
た
。

　

鎌
田
校
長
は
38
年
の

教
員
生
活
で
普
代
で
の

勤
務
を
３
度
経
験
。
中
学
校
で
の

勤
務
は
一
度
だ
け
で
、
そ
れ
も
普

代
中
で
の
勤
務
で
し
た
。
平
成
25

年
４
月
か
ら
は
学
校
長
と
し
て
普

代
小
に
３
度
目
の
勤
務
。
学
校
行

事
の
運
営
な
ど
は
も
と
よ
り
、
小

中
一
貫
教
育
の
実
現
に
向
け
、
尽

力
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

鎌
田
校
長
は
「
普
代
勤
務
の
間

に
結
婚
し
、
子
ど
も
に
恵
ま
れ
と

て
も
思
い
出
深
い
で
す
。
そ
ん
な

普
代
で
最
後
に
校
長
と
し
て
勤
務

で
き
感
無
量
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

38
年
の
教
員
生
活
に
幕

　

前
普
代
小
・
鎌
田
校
長
に
感
謝
状

野田分署へ異動した前
普代分署の佐々木署長

退職された鎌田校長
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ど
を
配
布
し
て
交
通
安
全
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　

４
月
11
日
に
は
、
普
代
郵
便
局

前
で
普
代
小
学
校
の
１
、
２
年
生

の
児
童
が
交
通
安
全
教
室
を
実

施
。
小
野
正
普
代
駐
在
所
長
や
交

通
指
導
隊
の
指
導

の
下
、
実
際
の
横

断
歩
道
を
使
っ
た

歩
行
練
習
を
行

い
、
交
通
安
全
へ

の
意
識
高
揚
な
ど

を
図
り
ま
し
た
。

　

新
児
童
ら
が
通

学
を
し
て
い
る
こ

の
時
期
、
保
護
者

も
ド
ラ
イ
バ
ー
も

交
通
安
全
へ
の
意

識
を
高
め
、
子
ど

も
た
ち
を
交
通
事

故
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

港
。
そ
の
後
、

倉

庫

に

刈

り

採
っ
た
ワ
カ
メ

を
運
び
、
メ
カ

ブ
や
茎
に
選
別

す
る
作
業
が
一

家
総
出
で
行
わ

れ
夜
明
け
ま
で

続
き
ま
す
。

　

村
漁
協
に
よ

る
と
３
月
末
で

の
村
養
殖
ワ
カ

メ
の
総
水
揚
げ

量
は
１
０
３
１

㌧
で
昨
年
同
時

期
の
２
０
７
６

㌧
と
比
べ
る
と
１
０
４
５
㌧
の
大

幅
な
減
。
昨
年
同
時
期
と
比
べ
る

と
し
け
な
ど
の
影
響
で
、
総
水
揚

げ
量
は
半
分
以
下
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
が
、
一
方
で
販
売
単
価
は
１

㌔
あ
た
り
平
均
１
２
４
・
５
円
で

昨
年
同
時
期
の
99
・
８
円
と
比
べ

る
と
24
・
７
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

巡
行
に
併
せ
た
神
楽
宿
ツ
ア
ー

　

八や
ま
た
の
お
ろ
ち

岐
大
蛇
が
会
場
湧
か
す

　

村
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
養
殖

ワ
カ
メ
漁
が
３
月
中
旬
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

　

４
月
８
日
の
堀
内
漁
港
で
は
午

前
０
時
す
ぎ
、
数
隻
の
船
が
船
の

マ
ス
ト
灯
と
月
明
り
を
頼
り
に
沖

に
あ
る
養
殖
棚
に
出
港
。
広
報
係

も
堀
内
の
石
花
繁
美
さ
ん
の
船
に

乗
せ
て
い
た
だ
き
、
漁
を
同
行
取

材
し
ま
し
た
。

　

沖
に
あ
る
養
殖
棚
に
つ
く
と
、

石
花
さ
ん
は
慣
れ
た
手
つ
き
で

次
々
と
ワ
カ
メ
を
刈
り
取
り
ま

す
。
約
１
時
間
の
刈
り
採
り
作
業

を
終
え
、
午
前
１
時
す
ぎ
に
船

い
っ
ぱ
い
に
ワ
カ
メ
を
積
み
帰

　村で購入した水槽付消防ポンプ自動車の貸与式が３
月 30 日、普代分署前駐車場で行われ、柾屋伸夫村長
や久慈広域連合消防本部の米澤喜三消防長ら関係者約
15 人が出席しました。
　柾屋村長が「署員の皆さまのお力添えなどもいただ
きながら、村の消防防災体制の一層の強化に努めてま
いります」とあいさつ。その後、車両の鍵に見立てた
目録を米澤消防長に手渡しました。
　ポンプ車は久慈広域連合に貸与後、普代分署での活
動に使用されます。

　

鵜
う
の
と
り鳥

神
楽
の
堀
内
地
区
巡
行
に

併
せ
た
神
楽
宿
ツ
ア
ー
が
３
月

25
、
26
日
の
両
日
行
わ
れ
、
県
北

観
光
客
20
人
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ツ
ア
ー
客

16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
客
は
地
元
の
漁
業
者
な

ど
の
ガ
イ
ド
で
ワ
カ
メ
の
芯
抜
き

体
験
を
行
っ
た
ほ
か
、
く
ろ
さ
き

荘
に
宿
泊
し
た
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ツ
ア
ー
客

は
翌
日
、
鵜
鳥
神
社
を
散
策
し
た

り
、
萩
牛
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
の

ガ
イ
ド
で
鉄
山
染
体
験
を
行
っ
た

り
し
ま
し
た
。

　

25
日
の
堀
内
地
区
巡
行
に
は
、

ツ
ア
ー
客
は
も
ち
ろ
ん
こ
と
、
地

区
住
民
の
皆
さ
ん
や
神
楽
関
係
者

ら
約
１
５
０
人
が

参
集
し
ま
し
た
。

神
楽
上
演
の
前
に

大
阪
府
の
追
手
門

学
院
大
学
の
橋
本

裕
之
教
授
を
司
会

に
神
楽
宿
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
。
神

楽
宿
（
鵜
鳥
神
楽

の
公
演
会
場
や
神

楽
衆
の
宿
泊
場
所

な
ど
）
の
宿
主
な

ど
７
人
の
皆
さ
ん

が
震
災
以
降
の
受

け
入
れ
態
勢
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
熱
く
語
り
ま
し

た
。

　

宿
主
を
務
め
た

岩
泉
町
安
家
、
か

む
ら
旅
館
の
嘉
村
明
美
女
将
は

「
台
風
10
号
の
被
害
な
ど
も
考
慮

し
、
今
年
は
受
け
入
れ
を
断
ろ
う

と
考
え
ま
し
た
が
、
地
域
の
お
年

寄
り
に
『
神
様
は
お
願
い
し
て
も

来
な
い
、
あ
ち
ら
か
ら
来
た
い
と

言
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
喜
ん
で
受

け
ろ
』
と
言
わ
れ
、
『
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
』
と
す
ぐ
返
事
を
し
ま

し
た
」
と
昨
年
の
台
風
10
号
で
の

受
け
入
れ
状
況
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
神
楽
衆
は
８
演
目
を

披
露
。
舞
い
手
が
５
人
出
演
す
る

「
斐
の
川
」
は
八や

ま
た
の
お
ろ
ち

岐
大
蛇
を
倒
し

て
、
姫
と
結
ば
れ
る
ま
で
が
道
化

仕
立
て
で
進
む
演
目
で
、
何
度
倒

さ
れ
て
も
起
き
上
が
る
八
岐
大
蛇

に
会
場
内
に
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

春を告げた養殖ワカメ漁
82 軒の漁家が取り組む

春の全国交通安全運動
交通安全意識を高める

　

春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
４
月

６
日
か
ら
４
月
15

日
ま
で
展
開
さ

れ
、
４
月
10
日
に

交
通
安
全
関
係
者

ら
約
30
人
が
普
代

郵
便
局
前
と
旧
普

代
分
署
跡
地
で
交

通
安
全
の
普
及
・

啓
発
を
目
的
と
し

た
街
頭
指
導
を
行

い
、
登
校
、
登
園

す
る
児
童
生
徒
や

園
児
に
交
通
安
全

の
黄
色
い
羽
根
な

　

２
０
１
６
年
度
い
わ
て
ビ
ジ
ネ

ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド

（
県
商
工
会
連
合
会
、
県
商
工
会

議
所
連
合
会
な
ど
主
催
）
が
２
月

７
日
、
盛
岡
市
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
で
開
か
れ
、
優
良
企
業

表
彰
・
経
営
発
達

部
門
で
村
の
カ
ネ

シ
メ
水
産
が
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

同
ア
ワ
ー
ド
は

戦
略
的
な
経
営
で

顕
著
な
成
果
を
上

げ
た
企
業
を
表
彰

し
、
経
営
支
援
能

力
の
向
上
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目

的
に
昨
年
度
に
続
き
開
催
。
約

１
５
０
人
が
出
席
し
優
良
企
業
、

優
良
職
員
に
分
け
て
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

同
社
の
金
子
太
一
さ
ん
は
「
昨

年
私
が
当
社
の
主
と
な
り
、
将
来

を
見
据
え
て
取
り
組
ん
だ
経
営
革

新
計
画
が
県
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
受
賞
で
き
と
て
も
喜
ば
し
い

で
す
。
で
す
が
目
標
は
受
賞
す
る

こ
と
だ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
し
っ
か
り
と
実
績
を
伸
ば

し
て
今
回
の
受
賞
に
恥
じ
ぬ
よ
う

精
進
し
て
い
き
ま
す
」
と
今
後
の

躍
進
も
誓
い
ま
し
た
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド

　

カ
ネ
シ
メ
水
産
が
優
秀
賞

水槽付消防ポンプ自動車貸与式

消防防災体制の一層の強化へ

舞い手が５人出演する「斐の川」。この後、八岐大蛇が登場し、会場を湧かせます

堀内の番屋ではワカメの芯抜き体験も

慣れた手つきでワカメを刈り採る石花さん

海に浮かぶいさり火は幻想的な雰囲
気を醸し出します

右見て左見て…手を挙げて横断歩道を渡りましょう

交通安全への意識を高めましょう

鍵に見立てた目録を手渡す柾屋
村長

貸与された水槽付消防ポンプ自動車

受賞を喜ぶ金子さん



■ みんなのひろば■ みんなのひろば

17　　広報ふだい　No.659 ２０１７（H29）４月号　　16

本はともだち
◆
幼
児
向
け

　

ほ
わ
ほ
わ
、
ふ
わ
ん
、
ふ
る
る

る
、
ほ
ろ
ろ
ん
…
。
こ
ど
も
の
て

の
ひ
ら
に
さ
く
ら
の
は
な
び
ら
が

ま
い
お
ち
て
き
て
、
か
ぜ
に
ふ
か

れ
て
と
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

ま
ん
か
い
の
さ
く
ら
を
み
に
で

か
け
た
く
な
る
さ
く
ら
の
え
ほ
ん

で
す
。

（
く
も
ん
出
版
）

図書室へ
　　行こう！

◆
小
学
生
向
け

　

プ
ー
ラ
・
ベ
ル
プ
レ
賞
（
ヒ
ス

パ
ニ
ッ
ク
系
作
家
に
よ
る
、
優
れ

た
児
童
書
に
贈
ら
れ
る
賞
）
受
賞

作
。

　

手
が
震
え
る
が
世
界
中
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
こ
の
記
録

を
残
し
た
い
。
１
９
６
０
年
代
の

独
裁
政
権
末
期
の
ド
ミ
ニ
カ
共
和

国
の
話
。　
　
（
ゴ
ブ
リ
ン
書
房
）

普代村図書室

★

はまゆり子ども園

普代中 普代小

普代村役場
至
宮
古
→

★普代村図書室
開室時間：午前９時〜午後５時
 休 室 日 ：毎週月曜日　
電話・FAX：
 　（0194）36-1044

『
わ
た
し
た
ち
が
自
由
に

な
る
ま
え
』

『
ほ
わ
ほ
わ
さ
く
ら
』

　村民の皆さまのお役に立てるように頑張り
ます。と斉藤さん

　友達の友達は…みんな友達。そんな思いを
込めて自分の友人知人をリレーで紹介するマ
イフレンドコーナー。今月は中央区の斉藤潤
さん (24) です。

マイフレンド  Vol.105M Y
F R I E N D

『
普
代
で
の
生
活
が
楽
し
み
で
す
』

　

役
場
の
住
民
福
祉
課
に
勤
め
る

斉
藤
潤
さ
ん
は
社
会
人
一
年
目
の

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
。
出
身
は
山
田

町
で
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、

復
興
へ
の
思
い
が
強
か
っ
た
と
い

い
ま
す
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
沿

岸
で
働
き
た
い
と
思
い
、
村
に
や

っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
役
場
＝
事
務
仕
事
」
の
イ
メ

ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
斉
藤
さ
ん
。

「
自
分
は
窓
口
業
務
や
外
回
り
な

ど
の
機
会
が
あ
り
、
村
民
の
皆
さ

ま
と
触
れ
合
う
機
会
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
決
意

し
ま
す
。

　

趣
味
は
小
学
校
か
ら
い
ま
ま
で

続
け
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
。
高
校
を

卒
業
し
て
か
ら
は
宮
古
の
社
会
人

チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
て
、
週
末

に
試
合
が
あ
る
と
き
に
は
で
き
る

だ
け
参
加
す
る
そ
う
で
す
。「
普

代
で
も
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
を
開
催

し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
機
会

が
あ
れ
ば
そ
れ
に
も
参
加
し
た
い

で
す
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

　
「
釣
り
も
趣
味
の
一
つ
で
す
」

と
斉
藤
さ
ん
。
自
宅
も
海
に
近
か

っ
た
こ
と
か
ら
釣
り
を
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。　
「
普

代
の
イ
メ
ー
ジ
の
一
つ
に
『
海
』

が
あ
り
ま
す
。
休
み
の
日
は
釣
り

と
か
も
し
て
み
た
い
な
～
」
と
普

代
で
の
生
活
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

…
… 

Ｑ
＆
Ａ 

…
…

―
休
み
の
日
は
。

　

地
元
に
帰
省
し
た
り
盛
岡
市
に

出
か
け
た
り
し
ま
す
。
久
慈
に
も

出
か
け
て
み
た
い
で
す
。

―
時
間
と
お
金
が
あ
っ
た
ら
し
て

み
た
い
こ
と
は
。

　

世
界
一
周
旅
行
に
行
っ
て
み
た

い
で
す
。

―
村
へ
一
言
。

　

普
代
村
に
来
た
ば
か
り
で
知
ら

な
い
こ
と
が
多
い
の
で
い
ろ
い
ろ

と
教
え
て
く
だ
さ
い
。

新入生ガンバレー !!!

カラオケ１曲 100 円♪
＊ OPEN  19:00~
＊ CLOSE  SUNDAY
＊ TEL  0194 − 35 − 3625
 080 − 1875 − 1408

ひ
が
し　

な
お
こ

フ
ー
リ
ア
・
ア
ル
バ
レ
ス

「これからも魅力を発信」

れ
？
い
つ
ま
で
い
る
の
？
」
と
話

し
か
け
ら
れ
る
機
会
が
多
く
な
っ

た
と
い
う
局
員
の
工
藤
恵
さ
ん
。

「
秋
冬
の
普
代
村
を
み
て
、
清
々

し
い
春
と
夏
の
海
は
体
感
で
き
な

い
の
か
…
。
と
落
ち
込
ん
で
い
ま

し
た
が
、
体
感
で
き
る
こ
と
に
な

り
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。

　
「
県
内
及
び
全
国
へ
の
普
代
の

魅
力
の
Ｐ
Ｒ
」
を
主
な
業
務
と
す

る
ふ
だ
い
Ｆ
Ａ
Ｎ
。
こ
れ
ま
で
同

様
、
毎
週
土
曜
日
に
放
映
す
る
青

の
国
ふ
だ
い
Ｔ
Ｖ
の
制
作
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
を
活
用
し
た
普

　

昨
年
10
月
４
日

に
役
場
２
階
の
一

角
に
開
所
し
た

「
岩
手
め
ん
こ
い

テ
レ
ビ
普
代
局
ふ

だ
い
Ｆ
Ａ
Ｎ
」。

昨
年
10
月
号
の
広

報
紙
で
「
開
局
期

間
は
今
年
３
月
末

ま
で
」
と
紹
介
し

ま
し
た
が
、
今
年

９
月
ま
で
延
長
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、

再
度
取
材
し
ま
し

た
。

　

取
材
先
で
「
あ

代
村
の
魅
力
発
信

を
行
い
ま
す
。
工

藤
さ
ん
は
「
番
組

は
毎
週
土
曜
日
午

後
５
時
25
分
か
ら

放
映
し
ま
す
。
チ

ャ
ン
ネ
ル
は
８
チ

ャ
ン
で
」
と
呼
び

掛
け
ま
す
。

　

久
慈
市
出
身
で
局
員
の
柏
木
稚ち

弦づ
る

さ
ん
は
「
番
組
だ
け
で
な
く
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
閲
覧
、
コ
メ
ン
ト
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
協
力
を
求
め

ま
す
。

　

今
月
13
日
か
ら
は
田
野
畑
村
出

身
の
上
村
彬
さ
ん
も
勤
務
。「
村

内
で
撮
影
や
取
材
を
行
い
ま
す
の

で
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
そ
し
て
見
か
け
た
際
に
は

お
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

３人のスタ
ッフでこれ

からも

村の魅力を
発信します

岩手めんこいテレビ普代局

青の国ふだいＴＶは…

　〇毎週土曜日

　〇午後５時 25分～

　〇チャンネルは８
　　チャン

番組だけでなくＷＥＢもご覧ください

金　　額　�1,500円／月：白黒１

マス（縦4.5㎝×横9㎝

程度、多少増減する

こともあります）

発行部数　�1,550部（村内は全戸

配布・村外約200部）

原稿締切　発行月の前月末日

　村では「広報ふだい」に
掲載する広告を皆さんから
募集しています。村内の方
で掲載を希望される方は、
総務課広聴広報係（☎35−
2111内線115）までお申し
込みください。
　なお、掲載内容については、
審査をさせていただきます。

  広告募集中！！軽乗用車 軽トラック ライトバン 1.5ｔトラック 10人乗りワゴン

㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132

レンタカー始めました�
　 お気軽にご相談ください

軽自動車は10分 100円（税別）で必要な時間だけ利用できます。
●営業時間  昼 : 11：30～13：30（要予約）　夜 : 18：00～23：00
●定 休 日  昼 : 日曜日・月曜日　　　　 夜 : 日曜日

普代村中央区  電話 35−2313  携帯 090−5833−1637
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358

よなちゃん
（はまゆり子ども園さくら組）

か
ま
く
ら
よ
な
ち
ゃ
ん
（
鎌

倉
愛
乃
、
６
歳
）
か
ら
母
・
亜
紀

子
さ
ん
、
祖
母
・
キ
ミ
エ
さ
ん
へ

　

ま
ま
は
お
こ
る
と
き
は
こ
わ
く

て
、
で
も
や
さ
し
く
て
か
わ
い
い

ひ
と
な
ん
だ
よ
。
は
ち
の
へ
と
か

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
つ
れ
て
い
っ

て
く
れ
る
ん
だ
。
い
っ
し
ょ
に
あ

そ
ぶ
と
ひ
こ
う
き
を
し
て
く
れ
た

り
し
て
た
の
し
い
ん
だ
。
お
う
ち

で
は
さ
ら
を
だ
し
た
り
、
か
た
づ

け
た
り
の
お
て
つ
だ
い
を
し
て
い

る
よ
。
い
つ
か
お
り
ょ
う
り
の
お

て
つ
だ
い
を
し
て
わ
た
し
も
お

り
ょ
う
り
を
つ
く
り
た
い
な
�

　

ば
ば
は
や
さ
し
く
て
お
い
し
い

お
り
ょ
う
り
を
つ
く
っ
て
く
れ
る

よ
。
わ
た
し
も
か
わ
む
き
と
か
の

お
て
つ
だ
い
し
た
い
な
。
こ
ん
ど

お
り
ょ
う
り
を
つ
く
る
と
き
は
お

て
つ
だ
い
さ
せ
て
ね
�

　

次
の
２
つ
の
問
題
を
読
み
、
３

つ
の
答
え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の

を
選
び
、
は
が
き
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
①
は
10
㌻
か
ら
、
②
は

15
㌻
か
ら
の
出
題
で
す
。

　

①
平
成
29
年
度
の
村
の
一
般
会

計
当
初
予
算
は
何
億
円
で
し
ょ

う
？

　

Ａ　

17
億　

Ｂ　

27
億　

Ｃ　

37
億

　

②
今
年
の
村
養
殖
ワ
カ
メ
漁
に

は
何
軒
の
漁
家
が
取
り
組
ん
だ
で

し
ょ
う
？

　

Ａ　

62
軒　

Ｂ　

72
軒　

Ｃ　

82
軒　

　
【
応
募
方
法
】
は
が
き
に
答
え
、

郵
便
番
号
、
住
所
（
地
区
名
）、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
世
帯
主
の

名
前
、
電
話
番
号
を
書
い
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
３
人
に
図
書
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
は
が
き
に

広
報
ふ
だ
い
の
感
想
、
ご
意
見
、

イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
書
い
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

　
○
あ
て
先
…
〒
０
２
８-

８
３

９
２ 

普
代
村
９-

13-

２　

普
代

村
役
場　

広
報
ク
イ
ズ
係

　
○
締
め
切
り
…
５
月
８
日（
月
）　

当
日
消
印
有
効

　
○
３
月
号
の
答
え
…
①-

Ｃ　

②-

Ｃ

　
○
応
募
総
数
…
８
通
で
８
人
が

正
解
で
し
た
。
抽
選
の
結
果
、
次

の
３
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り

し
ま
す
。

　

当
選
者
…
①
速
応
孝
弘
く
ん

（
久
慈
市
・
７
歳
）
②
藤
島
遼
く

ん
（
白
井
・
８
歳
）
③
山
口
理
咲

ち
ゃ
ん
（
さ
い
た
ま
市
・
４
歳
）

広
報
ク
イ
ズ

大坪楓くん
（久慈市・１歳）

上
手
に
描
け
た
か
な
？
○広  

普代村13－12－8　TEL・FAX 35－2561

沢口畳店

畳工事一式、内装工事、ふすま・障子・屏風張替

　 沢口畳店

　

先
日
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
と
い

う
こ
と
で
旅
行
会
社
に
勤
め
て
い

る
若
い
女
性
２
人
を
東
京
か
ら
呼

び
ま
し
た
。
村
内
を
回
っ
て
も
ら

い
、私
自
身
が
普
代
で
感
じ
た「
友

人
に
お
薦
め
し
た
い
」
と
思
っ
て

い
る
こ
と
を
一
緒
に
行
い
ま
し

た
。
普
代
浜
か
ら
の
星
空
、
船
、

ト
レ
イ
ル
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も

心
に
残
っ
て
い
る
の
は
「
普
代
の

日
常
」
と
「
人
と
の
交
流
」
と
い

う
感
想
で
し
た
。

　

旅
行
中
に
堀
内
机
の
丹
治
さ
ん

の
お
宅
で
お
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
を

し
、
昼
食
を
い
た
だ
く
と
い
う
内

容
が
あ
り
ま
し
た
が
、
旅
行
者
は

ま
た
丹
治
さ
ん
た
ち
に
会
っ
て
お

料
理
を
教
わ
り
た
い
と
言
っ
て
い

ま
す
。

　

私
も
普
代
に
き
て
楽
し
い
と
感

じ
る
瞬
間
は
地
元
の
皆
さ
ん
と
お

話
し
を
し
て
い
る
と
き
や
普
代
な

ら
で
は
の
日
常
に
出
会
っ
た
と
き

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
旅
行

者
を
見
か
け
た
と
き
は
一
声
掛
け

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
一
声

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信
№
24

　

旅
行
客
に
は
一
声
を

　ゴールデンウィークの村恒例行事と
なった「緑の村こどもまつり」が次の
日程で開催されます。
　村内外の各商店の出店や豪華景品の
当たる大抽選会、新イベント「ぶどう
まつり」などイベントも盛りだくさん。
イベントで上位入賞をした人には豪華
景品も贈られます。当日は緑の村が子
ど も の 国 に 大 変 身！？ ゴ ー ル デ ン
ウィークは家族そろって緑の村へお越
しください。
〇 日 時 …平成 29 年５月５日（金）
10：00 ～ 15：00
〇場所…緑の村
▼イベント
イベント名 内容

下駄飛ばし大会 下駄を飛ばして飛距離を競う

ぶどうまつり
水風船をつぶして
出てきた水の量を
競う

丸太切り競争 丸太を切り落とす
速さを競う

景品付きおかし
まき

景品引換券の入っ
たおかしをまく

ドラゴンボール
スタンプラリー

会場内に隠れてい
るスタンプを探す

第２回金魚 - １
グランプリ

金魚をすくえた量
で順位を競う

お楽しみ大抽選
会

利用券の半券を使
った抽選会

昨年の子どもまつり（下駄飛ばし大会）

中央区　上神田精肉店（☎35-2210）　
年中無休� 8:00 から 20:00 まで

季節に合わせた衣装でお出迎え
（4 月は入学式）

人気の生たれで漬け込む
「生たれカルビ」

「生たれホルモン」
ぜひご賞味ください

ＢＢＱシーズン
到来ですね !

丹治さんのお宅でおまんじゅう作り

今月は

　山
やま

火
び

隊員です

滝澤光来さん
（久慈市・8 歳）

妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
だ
ね
�
○広  

速応孝弘くん
（久慈市・７歳）

上
手
に
描
け
た
ね
�
○広  

速応一弘くん
（久慈市・９歳）

き
れ
い
な
鳥
だ
ね
�
○広  

滝澤啓光くん
（久慈市・５歳）

ジ
バ
ニ
ャ
ン
上
手
に
描
け
た

ね
�
○広  

山口理咲ちゃん
（さいたま市・4 歳）

モ
ア
ナ
に
で
て
く
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
だ
ね
�
○広  

山口陽大さん
（さいたま市・8 歳）

ド
ラ
え
も
ん
上
手
�
○広  

藤島遼くん
（白井・８歳）

ポ
ケ
モ
ン
上
手
だ
ね

�
○広  

ゴールデンウィークは…
緑の村へＧＯＧＯ

中央区   三船製菓  ☎35－2020

おやき、
ドーナツ、
かき氷、

販売します！

５月の行事

　◦こどもまつり
　◦普代小運動会
　◦鵜鳥神社例大祭

などなど…

が
心
に
響
き
「
普
代
は
い
い
所

だ
っ
た
な
ぁ
」と
思
い
出
が
残
り
、

普
代
の
こ
と
を
好
き
に
な
っ
て
く

れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
か
ら
私
た
ち
協
力
隊
は
普

代
駅
に
拠
点
を

置
き
「
株
式
会

社
青
の
国
ふ
だ

い
」
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
よ

り
普
代
の
皆
さ

ん
と
近
く
な

り
、
助
け
て
い

た
だ
く
機
会
が

多
く
な
る
か
と

思
い
ま
す
が
、

駅
や
近
く
に

寄
っ
た
と
き
は

遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
ね
。
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　県内へのＵＩＪターン促進を目的
に、首都圏に居住する人の岩手での就
職、定住を応援する面接会を次のとお
り開催します。
▶ 日 時 …平成 29 年６月９日（金）
12：30 ～
▶場所…東京新卒応援ハローワーク
▶対象…平成 30 年３月、大学などの
卒業予定者、既卒者及び一般求職者
　お問い合わせは県労働局職業安定部
職業対策課（☎ 019-604-3005）まで。

　聴覚障がい者の社会参加を支援する
手話奉仕員としての基礎的な知識を身
につけるための養成講座を次のとおり
開催します。
▶日時…平成 29 年５月 27 日から全
27 回（毎週土曜日）13：30 ～ 16：40
▶場所…久慈市総合福祉センターなど
▶経費…テキスト代 3,240 円
▶申込期限…平成29年５月19日（金）
　お問い合わせなどは久慈市社会福祉
課（☎ 0194-52-2119）まで。

　自動車税は自動車の所有者が納める
税金です。納税通知書は４月末に皆さ
んのお宅に届く予定ですので、納期限
までに忘れずに納めましょう。
　４月１日現在で車検が切れたまま６
カ月経過している自動車については、
納税通知書を送付しません。車検が切
れた自動車を使用する予定がある場合
は、自動車税を納めていただく必要が
ありますので、県税室までお問い合わ
せください。
▶問い合わせ先…県北広域振興局県税
室（☎ 0194-53-4986）

　経営改善や二重債務問題などで資金
繰りに悩まれている被災事業者の事業
復興を支援する「㈱東日本大震災事業
者再生支援機構」の支援決定期間が１
年延長され、平成 30 年２月 22 日ま
でになりました。震災前借入金がある
人は支援の可能性がありますので平成
29 年夏ごろまでにご相談ください。
▶相談先…㈱東日本大震災事業者再生
支援機構仙台本店（☎ 022-393-8550）
▶受付時間…午前９時～午後６時※土
日、祝日を除く
▶問い合わせ先…岩手県経営支援課

（☎ 019-629-5543）

久慈地区法律相談
▶ 期 日 …５月10、31日(水)▶ 時 間 …
10:30～15:30▶場所…久慈市役所▶問
い合わせ先…久慈市役所生活環境課

（☎ 0194−52−2111）
多重債務者相談

▶期日…５月25日(木)▶時間…10:00
～15:00▶場所…久慈市・久慈広域消
費生活センター▶問い合わせ先…同セ
ンター（☎ 0194−54−8004）

くらしとお金の安心相談会
▶ 日 時 …５月17日(水) 10:00～16:00
▶場所…久慈市・久慈広域消費生活セ
ンター▶問い合わせ先…同センター

（☎0194−54−8004）

エイズ・肝炎ウイルス・性器
クラミジア検査、骨髄バンク登録

▶日時…５月９日(火) ①エイズ・肝
炎・性器検査：15:00～18:00 ②骨髄
バンク登録（要予約）：15:00～18:00

精神保健福祉相談
▶日時…５月19日(金) 13:30～（要予
約）

ひきこもり相談
▶日時…５月16日(火) 14:00～15:30　
　３件とも、問い合わせ先は久慈保健
所保健課（☎ 0194−53−4987）

久慈保健所での相談

 困っていたら相談を！

　村からのお知らせなどはこのコー
ナーで行います。皆さんからの情報
もお待ちしています。総務課広聴広
報係（☎ 35−2111）

６件とも事前に予約が必要です

定 期 無 料 相 談

5/31 は自動車税の納期限

　平成 29 年度の甲種防火管理新規講
習を次のとおり実施します。
▶日時…平成 29 年６月１日（木）～
６月２日（金）
▶場所…久慈市防災センター３階防災
教育ホール
▶講習料…6,500 円
▶受付期間…平成 29 年４月 24 日（月）
～５月 10 日（水）※受験願書は久慈
消防署及び各分署にあります。
　詳細については一般財団法人岩手県
消防協会（☎ 019-631-1625）まで
お問い合わせください。

　平成 29 年度の危険物取扱者試験を
次のとおり開催します。
▶日時…平成 29 年７月１日（土）
▶場所…久慈市防災センター
▶受付期間…平成 29 年５月８日（月）
～ 16 日（火）※受験願書は久慈消防
署及び各分署にあります。
▶合格発表予定…７月 20 日（木）
　詳細については久慈消防本部消防課
予防保安係（☎ 0194-53-0119）ま
でお問い合わせください。

　社会保険に加入・離脱をされた時に
は役場住民福祉課への届け出が必要で
す。届け出が遅れると、国保税の納付
書送付・還付も遅れることになるので
忘れずに行ってください。
　詳しくは役場住民福祉課（☎ 35-2
113）まで。

　久慈広域消費生活センターでは広域
町村での消費生活相談会を次のとおり
開催します。消費者トラブルなどでお
困りの問題がございましたらお気軽に
ご利用ください。
▶ 日 時 …４月 24 日（月）13:30 ～
15:30　※予約優先
▶場所…普代村役場（２階会議室）
　お問い合わせなどは役場住民福祉課

（☎ 35-2113）または久慈地区被災者
相 談 支 援 セ ン タ ー（ ☎ 0120-934-
755）まで。

　75 歳以上の方と一定の障がいがあ
り、申請により認定を受けた 65 歳以
上 75 歳未満の方は誕生日（認定）当
日から後期高齢者医療制度の被保険者
となります。
　保険証は 75 歳の誕生日の前に郵送
しますので手続きは不要です※障がい
認定は手続きが必要です。
　お医者さんにかかる時は、忘れずに
窓口に提示してください。万が一、紛
失したり、破れたりした場合は再交付
できますので役場住民福祉課に届け出
てください。
　その他、わからないことなどがあり
ま し た ら、 役 場 住 民 福 祉 課（ ☎
35-2113　内線 136）までお問い合
わせください。

「消費者トラブル」相談を

　※義援金、支援金は復興支援事業など
に活用されています。

これまでの合計額　65,195,225円
東日本大震災義援金、支援金

これまでの合計額　27,502,558円

ふるさと応援寄付金
（３月１日〜３月31日分、23人）

  ■村内の交通事故《２月》
� 人身事故　０件（０件）
� 物損事故　４件（10件）

  ※（ ）内は１月からの累計
  ■救急車の出動件数《３月》  ５件

  ■飲酒運転検挙状況（県交通安全対策協議会調べ）
 県内33市町村中ワースト順位…16位

（平成29年2月28日現在）
 村内の検挙者数《２月》�０人（０人）
 県内の検挙者数《２月》�27人（48人）

  ※（ ）内は１月からの累計

交通安全 対策情報

お誕生おめでとう（１人）

長谷　志真（賢一・志帆子） 中央区

ご結婚おめでとう（２組）

前川　敬太 白　井

永松　英里 東京都

砂子　龍斗 久慈市

赤坂　小春 白　井

お悔やみ申し上げます（３人）

日野　君代　　旭日区 74歳

中花ユミ子　　白　井 63歳

太田　サミ　　堀　内 80歳

３月分（敬称略・順不同）

戸籍の窓

防火管理新規講習の開催
ご存じ
ですか ? 台風 10号災害義援金（３月３１日現在）

　累計　3,859,337 円

ＵＩＪターン応援面接会

茂石総業  代表 茂石祐次  ☎35−2933

愛車の車検 お気軽にご相談ください。

東北運輸局長指定
民 間 指 定 工 場

電　話 0194ー35ー2216
ＦＡＸ 0194ー35ー2158㈲ナガサワ自工

代車無料���早い�
  安い�

後期高齢医療制度について

危険物取扱者試験の開催

手話奉仕員になろう

国保資格の届け出を

被災事業者の支援期間延長

平成 29 年村消防団
特別点検日程変更

×平成 29年４月 23日
〇平成 29年４月 30日

普代村
中央区まつば時計店 35－2276☎

使いすてコンタクトレンズ
　　　　　販 売 中

使いすてコンタクトレンズ
　　　　　販 売 中

使いすてコンタクトレンズ
　　　　　販 売 中

メニコン・プレミアムも取り扱っています�

ニュースです�

お電話でご注文いただけます。

）

）



日 月 火 水 木 金 土
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５月のこんなこと、あんなこと

健康ふれあい教室
（堀内・沢向）

１歳６カ月児・３
歳 児 健 診（ 受 付
12:15～12:30、◯保）

鵜鳥神社例大祭

２歳６カ月児歯科
教室（受付 12:30
～12:45、◯保）

緑の村こどもまつ
り

健康ふれあい教室
（鳥居・堀内机）

健康づくりハウス
開館日
健康ふれあい教室

（上区・緑区）

体育施設無料開放日

普 代 中 学 校 体 育
祭

普代小学校運動
会

○保は保健センター
○北は北緯40度野球場
○社は社会体育館
○管は管理センター
○ふはふれあい交流
センター
○診は医科診療所
○Ｂは海洋センター
○はははまゆり子ど
も園

家 庭 教 育 支 援 事
業 工 事 現 場 見 学
会（白井地区）

◆
政
策
推
進
室
か
ら

　

㈱
青
の
国
ふ
だ
い
が
誕
生

太田紗耶花様（太田名部）佐々木貴美子様（黒崎）田中義正様
（萩牛）長澤邦寿様（旭日区）前川みちこ様（白井）

普代ポイントカード会   普代商工会内　☎ 35−2132

普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！

毎月2,000円の商品券が当たるラッキーチャンス。４月当選
者は以下５名です。

大切なお知らせ

　現在使用いただいているカードの使用
期限は 2017 年 6 月 30 日までとなって
おりますのでできる限り使用期限内に有
効活用くださるようご案内いたします。

㈲坂下電化センター  TEL 35－2138　

VHS　　ベータ　8㍉ビデオ　  DV
デジタル
ビデオテープ

二人なかよく
幼稚園の遠足

一生心に残る
名勝負…

いっしょうけんめい
がんばった運動会

思い出の
旅行…

DVD-R
ビデオテープをDVDに�　ベータ・8 ミリ・
DVCのテープからもOK�
当店通常価格1枚120分まで1,500円 (税込）

８ミリフィルムもダビングOKです��
価格応談

4/30
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19
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（友引）

（仏滅）

（先勝）

（仏滅）

（大安）

（赤口）

（大安）

（赤口）

（先負）

（大安）

（先勝）

（友引）

（先勝）

（友引）

（大安）

（先勝）

（先負）

（大安）

（先負）

（仏滅）

（赤口）

　

４
月
３
日
に
第
３
セ
ク
タ
ー
の

観
光
ま
ち
づ
く
り
会
社
「
株
式
会

社
青
の
国
ふ
だ
い
」
が
設
立
し
ま

し
た
。「
物
産
」、「
旅
行
」、
三
陸

鉄
道
普
代
駅
舎
の
村
観
光
セ
ン

普代村役場各課からのお知らせ・話題

タ
ー
を
管
理
・
運
営
す
る
「
受
託
」

の
３
部
門
で
構
成
し
、
村
の
魅
力

発
信
や
交
流
人
口
拡
大
を
け
ん
引

し
て
い
き
ま
す
。

　

ふ
だ
い
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ普代駅の観光センターが青の国ふだいの経営拠点です

　　　　電話  35−2045
　　　　FAX  35−2827中央区髙橋薬局

金　　額　�1,500円／月：白黒１

マス（縦4.5㎝×横9㎝

程度、多少増減する

こともあります）

発行部数　�1,550部（村内は全戸

配布・村外約200部）

原稿締切　発行月の前月末日

　村では「広報ふだい」に
掲載する広告を皆さんから
募集しています。村内の方
で掲載を希望される方は、
総務課広聴広報係（☎35−
2111内線115）までお申し
込みください。
　なお、掲載内容については、
審査をさせていただきます。

  広告募集中！！

業
務
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
て
、

４
月
14
日
現
在
で
３
人
の
従
業
員

が
働
い
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
２
人
と
集
落
支
援

員
１
人
も
携
わ
り
そ
の
運
営
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
鬼
束

拓
哉
さ
ん
は
「
ま
だ
ま
だ
全
体
が

見
え
て
い
な
い
で
す
が
、
と
り
あ

え
ず
順
調
に
業
務
を
行
え
て
い
ま

す
。
三
陸
鉄
道
の
利
用
や
定
期
券

な
ど
の
購
入
の
際
は
普
代
駅
で
お

願
い
し
ま
す
」
と
呼
び
掛
け
て
い

ま
し
た
。

　

村
で
は
平
成
29
年
度
の
売
り
上

げ
は
約
１
７
０
０
万
円
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。
主
な
事
業
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
地
場
産
品
な

ど
の
受
託
販
売
、
工
芸
品
や
土
産

品
の
開
発
や
販
売
、
同
駅
の
切
符

販
売
―
な
ど
。
こ
れ
か
ら
は
他
市

町
村
で
の
普
代
の
海
産
物
な
ど
の

販
売
な
ど
考
え
て
い
ま
す
。

駅構内には特産品などが並びます

きんちゃん寿し  ☎35－2290

特選海鮮にぎり寿司
特 選 海 鮮 丼

各 1,000えん（税込）

5/3（水） 鵜鳥神社例大祭 5/14（水） 母の日

※それぞれ要予約
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広報　　　 ４月号 №659

  前月比 前年比
人　口 2,799人 （−15） （−45）
  （男） 1,370人 （−８） （−20）
  （女） 1,429人 （−７） （−25）
世　帯 1,156戸 （−１） （＋３）

人口と世帯 ３月末現在

村内卒入園式・卒入学式

▼
４
年
間
広
報
担
当
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
月
に
一
度
の
発

行
を
４
年
間
続
け
た
の
で
、
48
冊
の

広
報
紙
を
作
り
上
げ
て
き
た
こ
と
に

な
り
ま
す
▼
と
振
り
返
る
と
異
動
し

て
し
ま
う
み
た
い
で
す
が
、
今
年
度

も
広
報
担
当
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
▼
そ
し
て
来
月
号
の

発
行
で
自
分
が
担
当
し
て
か
ら
50
回

目
の
発
行
で
記
念
と
な
る
広
報
紙
で

す
。
で
す
が
村
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
は
「
№
６
６
０
」
の
広
報
紙
。
私

情
は
挟
ま
ず
い
つ
も
ど
お
り
作
成
し

ま
す
▼
け
ど
６
６
０
っ
て
な
ん
か
ゴ

ロ
が
い
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
や
は

り
来
月
号
は
記
念
と
な
る
広
報
紙
。

「
つ
い
で
」
で
自
分
に
と
っ
て
記
念

と
な
る
広
報
紙
。
お
祝
い
が
必
要
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。（

下
道
崚
聖

）

4/6 子ども園入園式（19人入園） 4/7 普代小入学式（17人入学） 4/6 普代中入学式（21人入学）

3/23 子ども園卒園式（17人卒園） 3/17 普代小卒業式（21人卒業） 3/12 普代中卒業式（17人卒業）

　はまゆり子ども園の卒入園式と普代小中学校の卒入学式が３月 12 日から４月７

日までの間にそれぞれ行われ、保護者や先生、来賓に見守られる中、園児や児童生

徒が式に臨み、思い出多き学びやや仲間との別れを惜しみながらも新しい出会いに

胸を膨らませました。普代小では 21 人が卒業。今年卒業する児童は６年前の東日

本大震災直後に入学した児童たちで、大きな不安を抱えながら入学した児童たちは、

大きな希望を胸に小学校を旅立ちました。


